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第２回 横浜市旭区地域ケアプラザ指定管理者選定委員会 議事要旨 

日 時 令和５年５月 10日（水） 午前 10時から午前 11時 42分まで 

開 催 場 所 旭区役所３階カンファレンスルーム 

出 席 者 

【選定委員会委員】（敬称略） 

委員長：相澤 一喜   （旭区医師会代表） 

委 員：影山 摩子弥 （横浜市立大学都市社会文化研究科教授） 

酒井 むつ子 （旭区社会福祉協議会ボランティア分科会） 

鈴木 敦子  （旭区民生委員児童委員協議会会長） 

中村 広子   （旭区地域子育て支援拠点運営法人代表） 

仁科 美奈江  （めばえ会親の会代表） 

松浦 光洋   （税理士） 

 

【事務局】 

 旭福祉保健センター：本城センター長 

 旭区福祉保健課：石津課長、伊藤係長、上地、小林 

欠 席 者 和田 栄一（旭区老人クラブ連合会会長） 

開 催 形 態 
一部非公開（応募団体によるプレゼンテーション及び質疑応答は、応募団体関係者

を除き公開）（傍聴者なし） 

議 事 

１ 事務局説明 
(1) タイムスケジュールについて 
(2) 採点の仕方について 

事前の書類審査と本日の面接審査を総合的に勘案し、各項目について５段階で評価

を行う。 
総得点は、委員７人の採点結果のうち最高点と最低点を除いた５人分の点数を合計

し算出する。 
(3) 選定条件について 

最低制限基準（評価基準項目の項目７「前期の指定管理業務の実績」を除く配点合

計に最高点を付けた委員及び最低点を付けた委員を除く残りの委員数（５名）を乗じ

て算出した点数の 60％以上）を満たす必要があること。 
 

２ 地域ケアプラザの指定候補者選定 
＜横浜市白根地域ケアプラザ＞ 
応募団体：社会福祉法人秀峰会 

(1) プレゼンテーション及び主な質疑応答 
[プレゼンテーション] 
応募団体から、法人概要及び事業計画等について説明を行った。 
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 [主な質疑応答等] 
 ・前指定期間では感染症対策として活動を控えた部分もあると思うが、今後は「再

構築」していくとのこと。これまでと異なる支出の予定はあるか。 

  →事業の開催形態等は見直していくが、これまでと異なる支出は特にない。 

 ・提案書の予算と過去の支出実績を比較すると、実績よりも多く支出を見込んで

いると見受けられる。この差は何によるものか。 

 →予算算出にあたり余裕をもって見積もったことによる。 

・人権や環境に配慮し、グリーン調達やＣＳＲ調達が求められる時代だが、どの

ように対応しているか。 

 →横浜市からの依頼に基づき市内中小企業からの優先調達を行っているが、グ

リーン調達やＣＳＲ調達までは対応できていない。今後検討していきたい。 

 ・障害児余暇支援「なかよし」の取組について、どのように周知しているのか。

特別支援学校の生徒は参加できないのか。 

  →参加者が世代交代しており、新しい世代の当事者に周知していくのか、学校

に周知していくのか模索している。特別支援学校の生徒の参加についても今

後検討したい。 

 ・ヤングケアラーや貧困の問題など、子どもを対象にした取組はあるか。 

  →「白根みらい食堂」を開催。多世代が交流できる場を作り、地域の目が子ど

もに届くことを期待している。加えて、令和５年度から新たに「キッズ・ア

カデミー」を開始するなど、子ども向けの取組を進めている。 

 

(2)  審査結果 

  横浜市白根地域ケアプラザ 

応募団体 総得点 

社会福祉法人秀峰会 1,044 点 

   ※配点合計 1,500点 

（委員一人あたり 300点×最高点と最低点の委員を除いた５名分） 

     ※前期の指定管理業務の実績を除く配点合計 1,450点 

     ※前期の指定管理業務の実績を除く得点 1,024点 

     ※最低制限基準 870点（1,450点の 60％） 

 

 以上より、次のとおり指定候補者を選定する。 

 ・横浜市白根地域ケアプラザ 

  指定候補者：社会福祉法人秀峰会 

 

(3)  講評 

・委員長から、応募団体について選定委員の評価が高かった項目を紹介。 

 「運営ビジョン：地域における地域ケアプラザの役割」 
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 「団体の状況：団体の理念、基本方針及び事業実績等」 

 「団体の状況：財務状況」等 

・ＳＤＧｓについてターゲットレベルでの説明や、地域との連携の視点で発災

時の事前復興について提案があると良かった。また、経営理念の説明がもう

少し整理されていると良かった。 

・個人情報保護については、法人として認証を取得しても良いのではないか。 

・横浜市の指定管理料の上限ありきで予算を算出しているように思える。財源

が税金であることを踏まえ、実態を鑑みて算出するのが望ましい。 

 

(4)  その他 

上記の選定結果を区長に報告する。 

 

 

以上 

 

 


